
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強く元気な子 思いやりのある子 自ら考える子 を育てる取組を紹介します 

令和６年５月３１日 

知来別小 教務部 

 5 月も終わり、運動会に向けての取組が少しずつスタートしていきます。今年度も、【知来別小学

校通信（教職員研修編】を作成し、子どもたちの頑張りや教職員の研修の様子を紹介していきます。

ぜひ、ご覧ください。 

誤飲・ＡＥＤの研修を行いました。 

 知来別小学校では、今年度、教職員の研修にも力を入れていきます。2月下旬、福岡県みやま市の

小学校で、給食で出されたウズラの卵を喉に詰まらせて小学1年生の男児（当時7歳）が亡くなった

事故が発生しました。本校では、誤飲に対する知識と対応について、また、ＡＥＤの使用方法につい

ても理解を深めるために、猿払村消防署の方を講師にお招きして研修を実施しました。 

 入学、進学したことで、4月から子どもたちの学習環境が大きく変わっています。 

 新しい環境で子どもたちがのびのび学習できているか、4 月 22 日～26 日（月～金）の間、全て

の先生たちで、全ての学級の授業の様子を見学し、交流しました。 

先生方で、全学級の授業を交流しました。 

 授業に向かう姿勢や、友達･先生との関係、学習の工夫などが交流されました。どの児童も一生懸命

学ぶ姿が見られました。今後も、担任だけでなく、教職員全員の目で、一人一人の学習の様子や頑張

りを見守っていきたいと考えています。 

 心臓マッサージの方法やＡＥＤの使用法、誤飲窒息時の対応策等について、丁寧な説明、指導によ

り、教職員全員が理解を深めることができました。誤飲を防ぐためにも【よく噛む･ゆっくり食べる】

ということを含めた給食指導を、これからも進めていきたいと考えています。 


